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(57)【要約】
【課題】機器の制御の内容を適応的に変更することがで
きる機器制御システムを提供する。
【解決手段】機器制御システム１００は、施設１０１内
を所定の室内環境に近づけるために、施設１０１に配置
された複数の機器の少なくとも一部を動作させるシーン
制御の実行指示を受け付けるタッチパネル１５ａと、タ
ッチパネル１５ａによってシーン制御の実行指示が受け
付けられたときに、シーン制御を行う制御部１２ａと、
施設１０１内または施設１０１外の環境状態を示す情報
、施設１０１内または施設１０１外の環境状態の予測情
報、及び、タイミングに関する情報の少なくとも１つを
取得する通信部１１及び取得部１２ｃとを備える。制御
部１２ａは、通信部１１または取得部１２ｃによって取
得された情報に応じてシーン制御の内容を変更する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　施設内を所定の室内環境に近づけるために、前記施設に配置された複数の機器の少なく
とも一部を動作させるシーン制御の実行指示を受け付ける受付部と、
　前記受付部によって前記シーン制御の実行指示が受け付けられたときに、前記シーン制
御を行う制御部と、
　前記施設内または前記施設外の環境状態を示す情報、前記施設内または前記施設外の環
境状態の予測情報、及び、タイミングに関する情報の少なくとも１つを取得する取得部と
を備え、
　前記制御部は、前記取得部によって取得された情報に応じて前記シーン制御の内容を変
更する
　制御システム。
【請求項２】
　前記制御部は、前記シーン制御の内容の変更において、前記シーン制御において動作さ
せる機器、及び、前記シーン制御における機器の動作状態の少なくとも一方を変更する
　請求項１に記載の制御システム。
【請求項３】
　前記複数の機器には、温度調整機能を有する第一空調機器、及び、温度調整機能を有し
ない第二空調機器が含まれ、
　前記制御部は、
　前記シーン制御の内容の変更において、前記取得部によって取得された前記施設内また
は前記施設外の環境状態を示す情報に応じて前記シーン制御において動作させる機器を変
更し、
　変更後の前記シーン制御おいては、変更前の前記シーン制御において動作する前記第一
空調機器に代わり、前記第二空調機器が動作する
　請求項２に記載の制御システム。
【請求項４】
　前記複数の機器には、照明機器、及び、前記施設のシャッターが含まれ、
　前記制御部は、
　前記シーン制御の内容の変更において、前記取得部によって取得された前記タイミング
に関する情報に応じて前記シーン制御における機器の動作状態を変更し、
　変更後の前記シーン制御における前記照明機器の明るさは、変更前のシーン制御におけ
る前記照明機器の明るさよりも暗く、
　前記シャッターは、変更前のシーン制御において閉状態となり、変更後のシーン制御に
おいて開状態となる
　請求項２に記載の制御システム。
【請求項５】
　前記制御部は、前記シーン制御の内容の変更において、前記取得部によって取得された
前記施設外の環境状態を示す情報、または、前記施設外の環境状態の予測情報に応じて前
記施設外の環境状態の異常を検知し、異常が検知された場合に前記シーン制御における機
器の動作状態を変更する
　請求項２に記載の制御システム。
【請求項６】
　変更前の前記シーン制御、及び、変更後の前記シーン制御のそれぞれは、前記施設内を
前記所定の室内環境に近づけるための制御である
　請求項１～５のいずれか１項に記載の制御システム。
【請求項７】
　前記制御部は、前記シーン制御において、前記複数の機器のうち種類が異なる２つ以上
の機器を動作させる
　請求項１～６のいずれか１項に記載の制御システム。
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【請求項８】
　前記制御部は、前記制御システムのユーザが前記シーン制御の内容の変更に同意するこ
とを示す指示を前記受付部が受け付けた後に、前記シーン制御の内容を変更する
　請求項１～７のいずれか１項に記載の制御システム。
【請求項９】
　さらに、前記シーン制御の内容が変更されたことを通知するための情報を出力する情報
出力部を備える
　請求項１～８のいずれか１項に記載の制御システム。
【請求項１０】
　前記タイミングに関する情報は、時刻、日、曜日、及び季節の少なくとも１以上を含む
　請求項１～９のいずれか１項に記載の制御システム。
【請求項１１】
　前記取得部は、さらに、前記制御システムのユーザのスケジュール情報を取得し、
　前記制御部は、前記取得部によって取得された前記スケジュール情報に応じて前記シー
ン制御の内容を変更する
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の制御システム。
【請求項１２】
　前記制御システムは、前記施設が備える構造物に配置される制御装置として実現され、
　前記制御装置は、さらに、前記施設に配置された機器の電源スイッチ用に供給される電
力を受電する受電部を備える
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の制御システム。
【請求項１３】
　前記制御装置は、さらに、前記施設に配置された機器への電源供給の有無を切り替える
スイッチ素子を備える
　請求項１２に記載の制御システム。
【請求項１４】
　施設内を所定の室内環境に近づけるために、前記施設に配置された複数の機器の少なく
とも一部を動作させるシーン制御の実行指示を受け付け、
　前記シーン制御の実行指示が受け付けられたときに、前記シーン制御を行い、
　前記施設内または前記施設外の環境状態を示す情報、前記施設内または前記施設外の環
境状態の予測情報、及び、タイミングに関する情報の少なくとも１つを取得し、
　取得された情報に応じて前記シーン制御の内容を変更する
　シーン制御の実行方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のシーン制御の実行方法をコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、施設内を所定の室内環境に近づけるためのシーン制御を行うための制御シス
テム、シーン制御の実行方法、及び、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空調機器の制御方法が提案されている。特許文献１には、利用者の温冷感の申告
に基づき、目標温度を変更する空調制御調整装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１３５２２６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　空調機器のように室内環境の形成に関連する機器の制御においては、上記のようなユー
ザからの申告がなくても適応的に室内環境が整うように機器が制御されることが望ましい
。
【０００５】
　本発明は、機器の制御の内容を適応的に変更することができる制御システム、シーン制
御の実行方法、及び、プログラムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係る制御システムは、施設内を所定の室内環境に近づけるために、前
記施設に配置された複数の機器の少なくとも一部を動作させるシーン制御の実行指示を受
け付ける受付部と、前記受付部によって前記シーン制御の実行指示が受け付けられたとき
に、前記シーン制御を行う制御部と、前記施設内または前記施設外の環境状態を示す情報
、前記施設内または前記施設外の環境状態の予測情報、及び、タイミングに関する情報の
少なくとも１つを取得する取得部とを備え、前記制御部は、前記取得部によって取得され
た情報に応じて前記シーン制御の内容を変更する。
【０００７】
　本発明の一態様に係るシーン制御の実行方法は、施設内を所定の室内環境に近づけるた
めに、前記施設に配置された複数の機器の少なくとも一部を動作させるシーン制御の実行
指示を受け付け、前記シーン制御の実行指示が受け付けられたときに、前記シーン制御を
行い、前記施設内または前記施設外の環境状態を示す情報、前記施設内または前記施設外
の環境状態の予測情報、及び、タイミングに関する情報の少なくとも１つを取得し、取得
された情報に応じて前記シーン制御の内容を変更する。
【０００８】
　本発明の一態様に係るプログラムは、前記シーン制御の実行方法をコンピュータに実行
させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、機器の制御の内容を適応的に変更することができる制御システム、シ
ーン制御の実行方法、及び、プログラムが実現される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、実施の形態に係る機器制御システムの概要を示す図である。
【図２】図２は、実施の形態に係る制御装置の斜視図である。
【図３】図３は、実施の形態に係る制御装置の正面図である。
【図４】図４は、空調機器を制御するための画像の一例を示す図である。
【図５】図５は、シーン制御用の画像の一例を示す図である。
【図６】図６は、シーン制御用の画像の別の一例を示すである。
【図７】図７は、実施の形態に係る機器制御システムの構成を示すブロック図である。
【図８】図８は、シーン制御の動作のフローチャートである。
【図９】図９は、ユーザに帰宅時シーン制御の内容の変更についての同意を求める画像の
一例を示す図である。
【図１０】図１０は、帰宅時シーン制御の内容が変更されたことをユーザに通知する画像
の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、帰宅時シーン制御において、空調機器の動作状態を変更する例を説
明するための図である。
【図１２】図１２は、帰宅時シーン制御において、照明機器の動作状態を変更する例を説
明するための図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　以下、実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、以下で説明する実施
の形態は、いずれも包括的または具体的な例を示すものである。以下の実施の形態で示さ
れる数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態、ステップ、ステッ
プの順序などは、一例であり、本発明を限定する主旨ではない。また、以下の実施の形態
における構成要素のうち、最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素につ
いては、任意の構成要素として説明される。
【００１２】
　なお、各図は模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図にお
いて、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付し、重複する説明は省略または簡略
化される場合がある。
【００１３】
　（実施の形態）
　［機器制御システムの全体構成］
　まず、実施の形態に係る機器制御システムの構成について説明する。図１は、実施の形
態に係る機器制御システムの概要を示す図である。
【００１４】
　図１に示されるように、機器制御システム１００は、施設１０１に設けられ、施設１０
１内に配置された機器を制御するためのシステムである。施設１０１は、例えば、戸建住
宅である。施設１０１内には、壁及び扉などで仕切られた複数の部屋が含まれる。複数の
部屋は、具体的には、部屋１０２、部屋１０２ａ、及び、部屋１０２ｂである。
【００１５】
　機器制御システム１００が備える制御装置１０は、ユーザが施設１０１に配置された複
数の機器を制御するためのコントローラである。複数の機器には、照明機器２０、空調機
器３０、扇風機３５、換気機器４０、電動カーテン４５、室外機５０、及び、電動シャッ
ター５５（図１では図示せず）などが含まれる。また、制御装置１０は、いわゆる壁スイ
ッチ（壁スイッチ装置）としても機能する。図２は、制御装置１０の斜視図である。図３
は、制御装置１０の正面図である。
【００１６】
　図２に示されるように、制御装置１０は、部屋１０２の壁１０３に配置される。壁１０
３は、施設１０１が備える構造物の一例である。制御装置１０は、壁１０３に埋め込まれ
たスイッチボックス１０４に筐体１８の少なくとも一部が収容された状態で、壁１０３に
配置される。制御装置１０の取り付け方法は、汎用の壁スイッチとほぼ同様であり、スイ
ッチボックス１０４も壁スイッチ用のものが使用できる。
【００１７】
　図３に示されるように、制御装置１０は、いわゆるＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓ
ｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）として機能し、制御装置１０の表示部１５ｂには、例えば、
アイコン（ボタン）を含む画像が表示される。ユーザは、表示部１５ｂ（タッチパネル）
のアイコンの部分をタップ操作することにより、照明機器２０、空調機器３０、及び、換
気機器４０の各機器への電力供給をオン及びオフすることができる。
【００１８】
　なお、制御装置１０の表示部１５ｂには、上記各機器の詳細な制御を行うための画像も
表示される。図４は、空調機器３０を制御するための画像の一例を示す図である。図４に
示される画像によれば、ユーザは、空調機器３０の運転モードの切り替え及び設定温度の
変更を行うことができる。空調機器３０の運転モードの切り替え及び設定温度の変更は、
それぞれ別の画像を通じて行われてもよい。なお、図示されないが、表示部１５ｂには、
照明機器２０の調光制御及び調色制御などを行うための専用の画像、換気機器４０の換気
の強さを制御するための専用の画像、または、電動カーテン４５を開閉するための専用の
画像などが表示されてもよい。
【００１９】
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　このような、空調機器３０を制御するための画像、照明機器２０を制御するための画像
、及び、電動カーテン４５を制御するための画像などは、例えば、表示部１５ｂに選択的
に１つだけ表示される。例えば、ユーザが表示部１５ｂ（タッチパネル）へスワイプ操作
を行うごとに、現在表示されている画像が別の画像に切り替わる。
【００２０】
　また、制御装置１０の表示部１５ｂには、シーン制御用の画像も表示される。図５及び
図６は、シーン制御用の画像の一例を示す図である。
【００２１】
　シーン制御は、施設１０１内（部屋１０２内）を所定の室内環境に近づけるために、施
設１０１内に配置された複数の機器の少なくとも一部を動作させる制御である。シーン制
御では、例えば、種類または機能が異なる複数の機器が一括して制御される。例えば、図
５に示されるように、「おはよう」の文字を含むアイコン（以下、おはようアイコンとも
記載される）を含む画像は、主としてユーザの起床時に実行されるシーン制御用の画像で
ある。おはようアイコンがタップ操作されると、制御装置１０が制御信号を送信すること
により、照明機器２０がオンされ、電動カーテン４５及び電動シャッター５５が開かれ、
空調機器３０がオンされる。つまり、ユーザの起床時に適した制御がワンタッチで行われ
る。
【００２２】
　また、図６に示されるように「おでかけ」の文字を含むアイコン（以下、おでかけアイ
コンとも記載される）を含む画像は、主としてユーザの外出時に実行されるシーン制御用
の画像である。おでかけアイコンがタップ操作されると、制御装置１０が制御信号を送信
することにより、照明機器２０がオフされ、電動カーテン４５及び電動シャッター５５が
閉じられ、空調機器３０がオフされる。つまり、ユーザの外出時に適した制御がワンタッ
チで行われる。
【００２３】
　制御装置１０の表示部１５ｂには、このような複数のシーン制御用の画像が選択的に１
つだけ表示される。例えば、ユーザが表示部１５ｂ（タッチパネル１５ａ）へスワイプ操
作を行うごとに、現在表示されているシーン制御用の画像が別のシーン制御用の画像に切
り替わる。なお、図５及び図６に示される画像は、操作の対象となるアイコンを１つだけ
含むが、１つの画像に操作の対象となるアイコンが複数含まれてもよい。なお、シーン制
御は、アイコンがタップ操作された直後に実行されてもよいし、アイコンがタップ操作さ
れてから所定期間の経過後に実行されてもよい。
【００２４】
　なお、画面遷移はスワイプ操作以外の操作に応じて行われてもよい。例えば、画像内に
画面遷移用のアイコンが含まれ、画面遷移用のアイコンへのタップ操作によって画面遷移
が行われてもよい。また、制御装置１０が画面遷移用のハードウェアキー（ボタン）を備
え、当該ハードウェアキーへの操作によって画面遷移が行われてもよい。つまり、画面遷
移は、制御装置１０への操作に基づいて行われればよい。
【００２５】
　［機器制御システムの詳細構成］
　以下、機器制御システム１００の詳細構成について説明する。図７は、実施の形態に係
る機器制御システムの構成を示すブロック図である。
【００２６】
　機器制御システム１００は、表示システムの一例である。図７に示されるように、機器
制御システム１００は、具体的には、制御装置１０と、照明機器２０と、空調機器３０と
、扇風機３５と、換気機器４０と、電動カーテン４５と、室外機５０と、分電盤６０と、
サーバ装置８０と、携帯端末９０とを備える。また、図７では、外部電源である電力系統
７０も図示されている。以下、機器制御システム１００を構成する各構成要素について主
として図１及び図７を参照しながら説明する。
【００２７】
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　［制御装置］
　上述のように、制御装置１０は、例えば、部屋１０２に配置され、ユーザが当該部屋１
０２内に配置された機器を制御するためのコントローラである。制御装置１０は、具体的
には、照明機器２０、空調機器３０、扇風機３５、換気機器４０、電動カーテン４５、室
外機５０、及び、電動シャッター５５を制御する。言い換えれば、照明機器２０、空調機
器３０、扇風機３５、換気機器４０、電動カーテン４５、室外機５０、及び電動シャッタ
ー５５は、制御装置１０の制御対象機器の一例である。
【００２８】
　制御装置１０は、具体的には、通信部１１と、信号処理部１２と、記憶部１３と、電源
部１４と、タッチパネル１５ａと、表示部１５ｂと、計時部１５ｃと、スイッチ部１７と
を備える。また、図２に示されるように、制御装置１０は、筐体１８を備える。
【００２９】
　通信部１１は、施設１０１に配置された機器と無線通信を行う。通信部１１は、具体的
には、制御部１２ａの制御に基づいて、制御対象機器に制御信号を無線送信する。また、
通信部１１は、サーバ装置８０及び携帯端末９０（図１では施設１０１内に図示）など、
施設１０１外に位置する機器とインターネットなどの広域ネットワークを介して通信を行
うことも可能である。通信部１１は、例えば、サーバ装置８０、または、携帯端末９０か
ら各種情報を受信する。
【００３０】
　通信部１１は、取得部の一例であって、例えば、空調機器３０から当該空調機器３０が
備える温湿度計測部３１によって計測された温度を示す温度情報を取得する。また、通信
部１１は、空調機器３０から当該空調機器３０が備える温湿度計測部３１によって計測さ
れた湿度を示す湿度情報を取得する。このような温度情報及び湿度情報は、施設１０１内
の環境状態を示す情報の一例である。なお、通信部１１は、空調機器３０が備える温湿度
計測部３１ではなく、専用の温湿度計測装置から温度情報及び湿度情報を取得してもよい
。
【００３１】
　また、通信部１１は、室外機５０から当該室外機５０が備える温度計測部５１によって
計測された温度を示す外気温情報を取得する。また、通信部１１は、施設１０１外に配置
された湿度計測装置（図示せず）から施設１０１外の湿度情報を取得してもよい。このよ
うな外気温情報、及び、施設１０１外の湿度情報は、施設１０１内の環境状態を示す情報
の一例である。なお、通信部１１は、室外機５０が備える温度計測部５１ではなく、専用
の温度計測装置から外気温情報を取得してもよい。通信部１１は、施設１０１が属する地
域の外気温情報及び湿度情報を管理するサーバ装置８０から外気温情報及び施設１０１外
の湿度情報を取得してもよい。
【００３２】
　通信部１１は、具体的には、通信モジュール（通信回路）によって実現される。通信部
１１は、例えば、施設１０１内に配置された機器と無線通信を行うための通信モジュール
、及び、施設１０１外に位置する機器と通信を行うための通信モジュールなど複数の通信
モジュールによって実現される。
【００３３】
　信号処理部１２は、機器の制御に関連する信号処理を行う。信号処理部１２は、制御部
１２ａと、表示制御部１２ｂと、取得部１２ｃとを備える。信号処理部１２は、具体的に
は、プロセッサ、マイクロコンピュータ、または専用回路によって実現される。信号処理
部１２の具体的な動作については後述される。
【００３４】
　制御部１２ａは、通信部１１に制御信号を無線送信させることにより、照明機器２０、
空調機器３０、扇風機３５、換気機器４０、電動カーテン４５、室外機５０、及び、電動
シャッター５５の制御を行う。つまり、「制御する」及び「制御を行う」という表現には
、制御信号等を出力することが含まれる。また、制御部１２ａは、表示部１５ｂ（タッチ
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パネル１５ａ）への操作に基づいて、スイッチ部１７を制御する。つまり、制御部１２ａ
は、照明機器２０、空調機器３０、及び、換気機器４０への電力供給のオン及びオフを制
御する。
【００３５】
　また、制御部１２ａは、タッチパネル１５ａによってシーン制御の実行指示が受け付け
られたときに、シーン制御を行う。また、制御部１２ａは、通信部１１または取得部１２
ｃによって取得された情報に応じてシーン制御の内容を変更する。また、制御部１２ａは
、情報出力部の一例であって、シーン制御の内容が変更されたことを通知するための情報
を出力する。シーン制御の内容を変更する動作の詳細については後述される。
【００３６】
　表示制御部１２ｂは、上述したシーン制御用の画像などを表示部１５ｂに表示させる。
表示制御部１２ｂは、具体的には、映像信号を生成し、生成した映像信号を表示部１５ｂ
に出力することにより、表示部１５ｂに画像を表示させる。
【００３７】
　取得部１２ｃは、計時部１５ｃによって計測された現在の日時をタイミングに関する情
報として取得する。タイミングに関する情報には、時刻、日、曜日、及び、季節のうち少
なくとも１以上が含まれる。
【００３８】
　記憶部１３には、表示部１５ｂに表示される画像の元となる情報（映像信号の元となる
情報）、及び、信号処理部１２が実行する制御プログラムなどが記憶される。記憶部１３
は、具体的には、半導体メモリなどによって実現される。
【００３９】
　電源部１４は、電力系統７０から供給される交流電力を受電する受電部（例えば、受電
用の端子）を有し、受電部によって受電された交流電力を制御装置１０の動作に適した直
流電力に変換して制御装置１０が備える各構成要素に供給する。受電部によって受電され
る交流電力は、例えば、既存の壁スイッチ（施設１０１に配置された機器の電源スイッチ
）用の交流電力である。電源部１４は、具体的には、ＡＣ／ＤＣコンバータまたはＤＣ／
ＤＣコンバータなどを含む電源回路である。
【００４０】
　タッチパネル１５ａは、表示部１５ｂ（タッチパネル１５ａ）へのユーザの操作を検知
する検知デバイスである。タッチパネル１５ａは、静電容量方式のタッチパネルであって
もよいし、抵抗膜方式などその他の方式のタッチパネルであってもよい。
【００４１】
　タッチパネル１５ａは、受付部の一例であり、シーン制御の実行指示を受け付ける。タ
ッチパネル１５ａは、具体的には、図５及び図６に示されるようなシーン制御用の画像に
含まれるアイコンへのユーザの操作をシーン制御の実行指示として受け付ける。
【００４２】
　表示部１５ｂは、タッチパネル１５ａが重ねて配置されたタッチパネル式の表示部であ
る。表示部１５ｂは、表示制御部１２ｂの制御に基づいて、シーン制御用の画像などを表
示する。表示部１５ｂが表示する画像は、上記図３～図６に例示される。表示部１５ｂは
、具体的には、液晶パネル、または、有機ＥＬパネルなどによって実現される。
【００４３】
　計時部１５ｃは、現在の日時（年月日を含む）を計測する計時装置である。計時部１５
ｃは、具体的には、リアルタイムクロック（ＲＴＣ：Ｒｅａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｃｌｏｃｋ）
などであるが、どのような態様であってもよい。
【００４４】
　スイッチ部１７は、表示部１５ｂ（タッチパネル１５ａ）への操作に基づいて、照明機
器２０、空調機器３０、及び、換気機器４０のそれぞれに対する電力系統７０からの電力
供給をオン及びオフする。つまり、スイッチ部１７は、照明機器２０、空調機器３０、及
び、換気機器４０の主電源をオン及びオフする。スイッチ部１７は、具体的には、表示部
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１５ｂ（タッチパネル１５ａ）への操作に基づいて制御部１２ａによって制御される。ス
イッチ部１７は、制御部１２ａが無線通信を行うことなく直接制御するスイッチ素子を、
照明機器２０、空調機器３０、及び、換気機器４０に対応して３つ有する。
【００４５】
　スイッチ素子は、電力系統７０から照明機器２０、空調機器３０、及び、換気機器４０
の各機器までの分岐回路７２上（電力線上）に位置し、電力系統７０と各機器との電気的
な接続をオン及びオフする。スイッチ素子は、言い換えれば、施設１０１に配置された機
器への電源供給の有無を切り替える。スイッチ素子は、リレー素子などの電気接点を構造
的に開閉する素子であってもよいし、パワートランジスタなどの半導体スイッチング素子
であってもよい。なお、スイッチ部１７は、少なくとも１つスイッチ素子を備えればよい
。つまり、スイッチ部１７は、少なくとも１つの機器への電力供給を直接的にオン及びオ
フできればよい。
【００４６】
　筐体１８（図２に図示）は、通信部１１、信号処理部１２（制御部１２ａ、表示制御部
１２ｂ、及び、取得部１２ｃ）、タッチパネル１５ａ、表示部１５ｂ、計時部１５ｃ、及
び、スイッチ部１７を収容する。筐体１８は、例えば、樹脂によって形成されるが、一部
または全部が金属によって形成されてもよい。上述のように、筐体１８は、少なくとも一
部が施設１０１の壁１０３に埋め込まれる。筐体１８は、施設１０１の壁に直接取り付け
られてもよいし、取付部材等を介して間接的に取り付けられてもよい。筐体１８は、施設
１０１の壁１０３などの構造物に取り付け可能であればよい。
【００４７】
　以上、制御装置１０の構成について説明した。なお、説明された制御装置１０の構成は
、一例である。例えば、制御装置１０は、壁スイッチとして機能するための構成要素（ス
イッチ部１７など）を備えないコントローラであってもよい。
【００４８】
　［照明機器］
　照明機器２０は、施設１０１に配置された機器の一例であり、具体的には、部屋１０２
に配置される。照明機器２０は、室内を照明するいわゆるシーリングライトである。照明
機器２０の具体的態様は、特に限定されず、ダウンライト、ペンダントライト、スポット
ライト、または、ブラケットライトなどであってもよい。
【００４９】
　照明機器２０は、具体的には、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）
を光源として備える。照明機器２０は、蛍光管、半導体レーザなどの半導体発光素子、ま
たは、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）もしくは無機ＥＬなどの
固体発光素子を光源として備えてもよい。
【００５０】
　また、図示されないが、照明機器２０は、制御装置１０と無線通信を行うための通信モ
ジュール（通信回路）を備え、制御装置１０が備える通信部１１によって送信される制御
信号を受信する。つまり、照明機器２０は、制御装置１０から受信した制御信号に基づい
て発光または消灯することができる。例えば、制御信号において調光率（調光比）が指定
されている場合、照明機器２０は、指定された調光率で発光する。また、制御信号におい
て色温度が指定されている場合、照明機器２０は、指定された色温度で発光する。また、
電力系統７０から照明機器２０への電力供給のオン及びオフ（点灯及び消灯）は、スイッ
チ部１７によって制御される。
【００５１】
　［空調機器］
　空調機器３０は、施設１０１に配置された機器の一例であり、具体的には、部屋１０２
に配置される。空調機器３０は、一般家庭用の空調機器である。空調機器３０は、熱交換
器（図示せず）などを有することにより、空調機器３０から送出される風の温度の調整が
可能な空調機器である。つまり、空調機器３０は、温度調整機能（送風機能及び冷暖房機
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能）を有する。空調機器３０は、一般家庭用の空調機器に限定されず、産業用の空調機器
であってもよい。
【００５２】
　空調機器３０は、温湿度計測部３１を備える。温湿度計測部３１は、部屋１０２の温度
及び湿度を計測し、計測した温度（室温）を示す温度情報、及び、計測した湿度を示す湿
度情報を出力する。温湿度計測部３１は、温度を計測するための素子として、サーミスタ
または熱電対などを有し、湿度を計測するための素子として、高分子抵抗式の湿度センサ
、または、高分子容量式の湿度センサなどを有する。なお、施設１０１内の温度及び湿度
の計測には、空調機器３０とは別体の温湿度計測部３１が用いられてもよい。また、施設
１０１内の温度及び湿度の計測には、空調機器３０とは別体の温度計測部及び空調機器３
０とは別体の湿度計測部が用いられてもよい。
【００５３】
　また、図示されないが、空調機器３０は、制御装置１０と無線通信を行うための通信モ
ジュール（通信回路）を有し、制御装置１０が備える通信部１１によって送信される制御
信号を受信する。つまり、空調機器３０は、制御装置１０から受信した制御信号に基づい
て、運転モードの切り替え、及び、設定温度の変更を行うことができる。また、空調機器
３０は、温湿度計測部３１によって出力される温度情報及び湿度情報を制御装置１０が備
える通信部１１に送信する。電力系統７０から空調機器３０への電力供給のオン及びオフ
は、スイッチ部１７によって制御される。
【００５４】
　［扇風機］
　扇風機３５は、施設１０１に配置された機器の一例であり、部屋１０２に配置され、フ
ァンの回転により送風を行う。なお、空調機器３０と異なり、扇風機３５は、送出する風
の温度の調整機能を有しない。つまり、扇風機３５は、送風機能を有するが、温度調整機
能（冷房機能及び暖房機能）を有しない。
【００５５】
　また、図示されないが、扇風機３５は、制御装置１０と無線通信を行うための通信モジ
ュール（通信回路）を有し、制御装置１０が備える通信部１１によって送信される制御信
号を受信する。つまり、扇風機３５は、制御装置１０から受信した制御信号に基づいて、
動作する。
【００５６】
　［換気機器］
　換気機器４０は、施設１０１に配置された機器の一例であり、部屋１０２に配置され、
部屋１０２（室内）と施設１０１外（屋外）との間で換気を行う。換気機器４０は、いわ
ゆる換気扇であり、ファンの回転により部屋１０２内の空気を施設１０１の外に排気する
。また、換気機器４０は、排気量（風量）を変更することができる。
【００５７】
　なお、空調機器３０と異なり、換気機器４０は、施設１０１外に排気される空気の温度
の調整機能を有しない。つまり、換気機器４０は、送風機能を有するが、温度調整機能（
冷房機能及び暖房機能）を有しない。
【００５８】
　また、図示されないが、換気機器４０は、制御装置１０と無線通信を行うための通信モ
ジュール（通信回路）を有し、制御装置１０が備える通信部１１によって送信される制御
信号を受信する。つまり、換気機器４０は、制御装置１０から受信した制御信号に基づい
て、風量を変更することができる。
【００５９】
　電力系統７０から換気機器４０への電力供給のオン及びオフは、スイッチ部１７によっ
て制御される。
【００６０】
　［電動カーテン］
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　電動カーテン４５は、施設１０１に配置された機器の一例であり、部屋１０２に配置さ
れ、カーテンの開閉を行う。図示されないが、電動カーテン４５は、制御装置１０と無線
通信を行うための通信モジュール（通信回路）を有し、制御装置１０が備える通信部１１
によって送信される制御信号を受信する。つまり、電動カーテン４５は、制御装置１０か
ら受信した制御信号に基づいてカーテンを開閉する。
【００６１】
　［室外機］
　室外機５０は、空調機器３０の室外機である。室外機５０は、温度計測部５１を備える
。温度計測部５１は、サーミスタまたは熱電対などの温度計測用の素子を有し、施設１０
１の周辺における外気温を計測する。また、図示されないが、室外機５０は、制御装置１
０と無線通信を行うための通信モジュール（通信回路）を有し、温度計測部５１によって
計測された外気温を示す外気温情報を、制御装置１０が備える通信部１１に送信する。
【００６２】
　［電動シャッター］
　電動シャッター５５は、施設１０１に配置された機器の一例であり、施設１０１が有す
る窓の外側に配置され、開閉する。電動シャッター５５は、制御装置１０と無線通信を行
うための通信モジュール（通信回路）を有し、制御装置１０が備える通信部１１によって
送信される制御信号を受信する。つまり、電動シャッター５５は、制御装置１０から受信
した制御信号に基づいて開閉する。なお、電動シャッター５５は、例えば、電動カーテン
４５が配置されている窓の外側に配置されているが、図１では図示されていない。電動シ
ャッター５５は、電動カーテン４５が配置されていない窓の外側に配置されていてもよい
。
【００６３】
　［分電盤］
　分電盤６０は、電力系統７０からの幹線７１を通じた電力供給をオンまたはオフするた
め主幹ブレーカ６１を有する。主幹ブレーカ６１は、所定の電流（電力会社との契約で定
められる電力に基づく電流）を超える電流が電力系統７０から流れたときに、電力系統７
０からの電力の供給を停止するブレーカである。
【００６４】
　また、分電盤６０は、幹線７１から分岐した複数の分岐回路７２のそれぞれに対応して
、複数の分岐ブレーカ６２を有する。つまり、分電盤６０は、分岐回路７２ごとに、分岐
ブレーカ６２を有する。分岐ブレーカ６２は、当該分岐ブレーカ６２に接続された分岐回
路７２に過電流が流れた場合に、当該分岐回路７２への電力の供給を停止するブレーカで
ある。
【００６５】
　なお、分電盤６０は、消費電力計測機能、及び、計測した消費電力を送信する無線通信
機能を有してもよい。この場合の消費電力計測機能は、幹線７１における消費電力のみを
計測する機能であってもよいし、幹線７１における消費電力及び分岐回路７２ごとの消費
電力の両方を計測する機能であってもよい。また、機器制御システム１００は、分電盤６
０とは別体の消費電力計測装置を備えてもよい。別体の消費電力計測装置は、幹線７１に
おける消費電力のみを計測してもよいし、幹線７１における消費電力及び分岐回路７２ご
との消費電力の両方を計測してもよい。
【００６６】
　［サーバ装置］
　サーバ装置８０は、天気情報を管理する装置である。天気情報には、天気予報情報が含
まれる。天気情報には、具体的には、降水確率、ＰＭ２．５の予想量、及び、花粉の予想
量などの施設１０１外の環境状態の予測情報が含まれる。天気情報には、強風警報などの
警報及び地震情報などの施設１０１外の環境状態を示す情報が含まれる。
【００６７】
　サーバ装置８０は、例えば、天気情報を管理（記憶）するための記憶部８１を備える。
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記憶部８１は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）、または、半導体メモリなど
によって実現される。図示されないが、サーバ装置８０は、制御装置１０と通信を行うた
めの通信モジュール（通信回路）を有し、記憶部８１に記憶された天気情報を、制御装置
１０が備える通信部１１に送信する。
【００６８】
　なお、サーバ装置８０は、制御装置１０とともにクライアントサーバシステムを構成す
るサーバ装置であってもよい。
【００６９】
　［携帯端末］
　携帯端末９０は、ユーザによって携帯される情報通信端末であり、具体的には、スマー
トフォン、タブレット端末、またはウェアラブル端末である。ウェアラブル端末には、眼
鏡型の端末、腕輪型の端末、及び、腕時計型の端末などが含まれる。図示されないが、携
帯端末９０は、制御装置１０及びサーバ装置８０と通信を行うための通信モジュール（通
信回路）を有する。
【００７０】
　［シーン制御］
　次に、制御装置１０によって行われるシーン制御について説明する。図８は、シーン制
御の動作のフローチャートである。
【００７１】
　なお、上述のようにシーン制御は、施設１０１内（部屋１０２内）を所定の室内環境に
近づけるために、施設１０１内に配置された複数の機器の少なくとも一部を動作させる制
御である。所定の室内環境は、例えば、室内の明るさ、及び、室内の温度などを含む。以
下では、主としてユーザの帰宅時に実行されるシーン制御（以下、帰宅時シーン制御とも
記載される）を例に説明を行うが、他のシーン制御についても同様のフローとなる。
【００７２】
　まず、表示制御部１２ｂは、帰宅時用シーン制御の実行指示を受け付けるための画像を
表示部１５ｂに表示させる（Ｓ１１）。この結果、図５で、「おはよう」の文字が「おか
えり」の文字に置き換えられた帰宅時シーン制御用の画像が表示部１５ｂに表示される。
【００７３】
　次に、タッチパネル１５ａは、帰宅時シーン制御の実行指示を受け付ける（Ｓ１２）。
タッチパネル１５ａは、具体的には、帰宅時シーン制御用の画像に含まれるアイコン（「
おかえり」の文字を含むアイコン）へのユーザの操作を、帰宅時シーン制御の実行指示と
して受け付ける。
【００７４】
　ここで、帰宅時シーン制御（以下の図８の説明において、変更前の帰宅時シーン制御と
も記載される）においては、制御部１２ａは、照明機器２０をオンし、空調機器３０をオ
ンする。なお、このとき、照明機器２０によって照らされる面の照度は、例えば、１００
０ｌｘであり、空調機器３０は、自動運転モード、かつ、設定温度２８℃に設定される。
一般的には、帰宅時シーン制御の内容は、ユーザによって設定変更されない限り変更され
ない。つまり、帰宅時シーン制御は、画一的に行われる。これに対し、制御装置１０では
、帰宅時シーン制御の内容が適応的に変更される。
【００７５】
　具体的には、制御部１２ａは、通信部１１または取得部１２ｃを介して情報を取得し（
Ｓ１３）、取得された情報に応じて帰宅時シーン制御の内容を変更するかどうかの判定を
行う（Ｓ１４）。ステップＳ１４における具体的な判定基準については、後述される。な
お、情報の取得は、定期的に行われる。したがってステップＳ１４の判定は、ステップＳ
１２よりも前に取得された情報に基づいて行われてもよい。
【００７６】
　制御部１２ａによって帰宅時シーン制御の内容を変更する必要がないと判定された場合
（Ｓ１４でＮｏ）、帰宅時シーン制御の内容は変更されず、変更前の帰宅時シーン制御が
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実行される（Ｓ１５）。
【００７７】
　制御部１２ａによって帰宅時シーン制御の内容を変更する必要があると判定された場合
（Ｓ１４でＹｅｓ）、表示制御部１２ｂは、図９に示されるような、ユーザに帰宅時シー
ン制御の内容を変更についての同意を求める画像を表示部１５ｂに表示させる（Ｓ１６）
。制御部１２ａは、タッチパネル１５ａが帰宅時シーン制御の内容の変更にユーザが同意
することを示す指示を受け付けたか否かを判定する（Ｓ１７）。図９は、ユーザに帰宅時
シーン制御の内容の変更についての同意を求める画像の一例を示す図である。
【００７８】
　図９に示されるような画像が表示されているときに、タッチパネル１５ａによって「変
更する」の文字を含むアイコンへの操作が検知された場合は、言い換えれば、タッチパネ
ル１５ａによって帰宅時シーン制御の内容の変更にユーザが同意することを示す指示が受
け付けられた場合である。この場合（Ｓ１７でＹｅｓ）、制御部１２ａは、帰宅時シーン
制御の内容を変更する（Ｓ１８）。
【００７９】
　また、制御部１２ａは、帰宅時シーン制御の内容が変更されたことを通知するための情
報を表示制御部１２ｂに出力し、表示制御部１２ｂは、当該情報をトリガとして表示部１
５ｂに画像を表示させることにより、帰宅時シーン制御の内容が変更されたことをユーザ
に通知する（Ｓ１９）。図１０は、帰宅時シーン制御の内容が変更されたことをユーザに
通知する画像の一例を示す図である。そして、制御部１２ａは、内容が変更された帰宅時
シーン制御（以下の図８の説明において、変更後の帰宅時シーン制御とも記載される）を
実行する（Ｓ２０）。
【００８０】
　なお、上記ステップＳ１９において、制御部１２ａは、帰宅時シーン制御の内容が変更
されたことを通知するための情報を通信部１１に出力し、通信部１１は、当該情報を携帯
端末９０あてに送信してもよい。当該情報を受信した携帯端末９０は、図１０に示される
画像を携帯端末９０が備える表示部に表示する。このように、帰宅時シーン制御の内容が
変更されたことの通知は、制御装置１０ではなく携帯端末９０によって行われてもよい。
【００８１】
　一方、図９に示されるような画像が表示されているときに、タッチパネル１５ａによっ
て「変更しない」の文字を含むアイコンへの操作が検知された場合は、言い換えれば、タ
ッチパネル１５ａによって帰宅時シーン制御の内容の変更にユーザが同意しないことを示
す指示が受け付けられた場合である。この場合（Ｓ１７でＮｏ）、帰宅時シーン制御の内
容は変更されず、変更前の帰宅時シーン制御が実行される（Ｓ１５）。
【００８２】
　このように、制御装置１０が実行する帰宅時シーン制御の内容は、適応的に変更される
。言い換えれば、同じアイコンへの操作に基づいて行われるシーン制御の内容が通信部１
１または取得部１２ｃによって取得された情報に基づいて変更される。
【００８３】
　なお、変更前の帰宅時シーン制御、及び、変更後の帰宅時シーン制御のそれぞれは、い
ずれも、施設１０１内をユーザの帰宅時における所望の室内環境（所定の室内環境）に近
づけるための制御であり、所望の室内環境を実現するための手段を変更するものである。
シーン制御の内容の変更は、所望の室内環境自体を変更するものではない。
【００８４】
　また、図８のフローチャートにおけるステップの順序は、一例である。例えば、図８で
は、帰宅時シーン制御を実行する直前に、帰宅時シーン制御の内容を変更した上で実行す
るかどうかの判定が行われる例を示しているが、帰宅時シーン制御の実行中に、帰宅時シ
ーン制御の内容を変更するかどうかの判定が行われてもよい。つまり、帰宅時シーン制御
の実行中に、当該帰宅時シーン制御の内容が変更されてもよい。
【００８５】
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　［シーン制御の内容の変更例１］
　次に、上記帰宅時シーン制御の内容の変更例１について説明する。変更例１では、空調
機器３０の動作状態を変更する例について説明する。図１１は、空調機器３０の動作状態
を変更する例を説明するための図である。
【００８６】
　制御部１２ａは、通信部１１によって取得された施設１０１内の温度を示す温度情報に
応じて帰宅時シーン制御の内容を変更する。制御部１２ａは、具体的には、取得された温
度情報が示す温度と閾値との比較により帰宅時シーン制御の内容を変更する。
【００８７】
　なお、取得された温度情報が示す温度と閾値との比較は、図８のステップＳ１４の判定
処理の一部として行われる。図８のステップＳ１４においては、例えば、前回実行した帰
宅時シーン制御の内容を変更した上で実行する必要があるか否かが、温度情報が示す温度
と閾値との比較に基づいて判定される。
【００８８】
　例えば、通信部１１によって取得された温度情報が示す温度が、第一閾値である２８℃
以上である場合、制御部１２ａは、自動運転モード、かつ、設定温度２８℃で空調機器３
０を動作させる。この場合、制御部１２ａは、扇風機３５の動作を停止させる。これによ
り、制御部１２ａは、施設１０１内の温度を所定の温度に近づける。
【００８９】
　また、通信部１１によって取得された温度情報が示す温度が、第一閾値である２８℃未
満であって、第二閾値である２３℃以上である場合、制御部１２ａは、空調機器３０の動
作を停止させ、扇風機３５を動作させる。通信部１１によって取得された温度情報が示す
温度が、第二閾値である２３℃未満であって、第三閾値である１５℃以上である場合、制
御部１２ａは、空調機器３０の動作を停止させ、かつ、扇風機３５の動作を停止させる。
これにより、制御部１２ａは、施設１０１内の温度を所定の温度に近づける。
【００９０】
　通信部１１によって取得された温度情報が示す温度が、第二閾値である２３℃未満であ
って、第三閾値である１５℃以上である場合、制御部１２ａは、空調機器３０の動作を停
止させ、かつ、扇風機３５の動作を停止させる。これにより、制御部１２ａは、施設１０
１内の温度を所定の温度に近づける。
【００９１】
　通信部１１によって取得された温度情報が示す温度が、第三閾値である１５℃未満であ
る場合、制御部１２ａは、自動運転モード、かつ、設定温度２０℃で空調機器３０を動作
させる。この場合、制御部１２ａは、扇風機３５の動作を停止させる。これにより、制御
部１２ａは、施設１０１内の温度を所定の温度に近づける。
【００９２】
　次に、引き続き図１１を参照しながら具体的な例について説明する。例えば、変更前の
帰宅時シーン制御（例えば、前回実行した帰宅時シーン制御）が、図１１で２８℃以上の
場合に行われる帰宅時シーン制御であり、変更後の帰宅時シーン制御が、図１１で室温が
２３℃以上２８℃未満の場合に行われる帰宅時シーン制御であるとする。そうすると、変
更後の帰宅時シーン制御においては、変更前の帰宅時シーン制御において動作する空調機
器３０の代わりに、扇風機３５が動作する。ここで、空調機器３０は、温度調整機能を有
する第一空調機器の一例であり、扇風機３５は、温度調整機能を有しない第二空調機器の
一例である。
【００９３】
　このような変更後の帰宅時シーン制御における扇風機３５の消費電力は、変更前の帰宅
時シーン制御における空調機器３０の消費電力よりも低い。したがって、施設１０１にお
ける消費電力の削減が実現される。
【００９４】
　以上説明したように、制御部１２ａは、例えば、通信部１１によって取得された施設１
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０１内の温度を示す温度情報に応じて空調機器３０の動作状態を変更する。また、制御部
１２ａは、帰宅時シーン制御において動作させる機器を変更する。これにより、施設１０
１内の温度に応じた適切な空調、または、消費電力の削減が実現される。
【００９５】
　なお、図１１では、施設１０１内の温度を示す温度情報に応じて空調機器３０の動作状
態が変更されたが、当該温度情報に代えて、通信部１１によって取得される施設１０１外
の温度を示す外気温情報に応じて空調機器３０の動作状態が変更されてもよい。また、温
度情報に加えて外気温情報が用いられてもよい。
【００９６】
　例えば、図１１の例では、温度情報が示す温度が２３℃以上２８℃未満である場合には
、空調機器３０はオフされた。しかしながら、温度情報が示す温度が２３℃以上２８℃未
満であっても、外気温情報が示す温度が、温度情報が示す温度よりも高い場合は、空調機
器３０を動作させるなど、温度情報及び外気温情報を併用して空調機器３０の動作状態を
変更することも考えられる。同様に、温度情報に代えてまたは温度情報に加えて、施設１
０１内の湿度を示す湿度情報が用いられてもよいし、施設１０１外の湿度を示す湿度情報
が用いられてもよい。
【００９７】
　［シーン制御の内容の変更例２］
　次に、上記帰宅時シーン制御の内容の変更例２について説明する。変更例２では、照明
機器２０の動作状態を変更する例について説明する。図１２は、照明機器２０の動作状態
を変更する例を説明するための図である。
【００９８】
　制御部１２ａは、取得部１２ｃによって取得されたタイミングに関する情報（計時部１
５ｃによって計測された現在時刻）に応じて帰宅時シーン制御の内容を変更する。制御部
１２ａは、具体的には、取得されたタイミングに関する情報が示す時刻と所定の時間帯と
の比較により帰宅時シーン制御の内容を変更する。
【００９９】
　なお、取得されたタイミングに関する情報が示す時刻と所定の時間帯との比較は、図８
のステップＳ１４の判定処理の一部として行われる。図８のステップＳ１４においては、
例えば、前回実行した帰宅時シーン制御の内容を変更した上で実行する必要があるか否か
が、タイミングに関する情報が示す時刻と所定の時間帯との比較に基づいて判定される。
【０１００】
　例えば、取得部１２ｃによって取得されたタイミングに関する情報が示す時刻が、第一
所定時間帯である７：００～１８：００の時間帯に属する場合、制御部１２ａは、照明機
器２０の動作を停止（消灯）させる。この場合、制御部１２ａは、電動カーテン４５及び
電動シャッター５５を開くことにより、外光を施設１０１内に取り入れる。つまり、制御
部１２ａは、施設１０１の外が明るい時間帯には、照明機器２０を点灯させる代わりに、
外光を取り入れることにより、施設１０１内を所定の明るさに近づける。
【０１０１】
　また、取得部１２ｃによって取得されたタイミングに関する情報が示す時刻が、第二所
定時間帯である１８：００～７：００の時間帯に属する場合、制御部１２ａは、照明機器
２０を点灯させ、電動カーテン４５及び電動シャッター５５を閉じる。これにより、施設
１０１内を所定の明るさに近づける。
【０１０２】
　例えば、変更前の帰宅時シーン制御が、現在時刻が第二所定時間帯に属する場合の帰宅
時シーン制御であり、変更後の帰宅時シーン制御が、現在時刻が第一所定時間帯に属する
場合の帰宅時シーン制御であるとする。この場合、変更後の帰宅時シーン制御における照
明機器２０の明るさは、変更前の帰宅時シーン制御における照明機器２０の明るさよりも
暗い。電動シャッター５５は、変更前の帰宅時シーン制御において閉状態となり、変更後
の帰宅時シーン制御において開状態となる。
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【０１０３】
　このような変更後の帰宅時シーン制御における照明機器２０の消費電力は、変更前の帰
宅時シーン制御における照明機器２０の消費電力よりも低い。したがって、施設１０１に
おける消費電力の削減が実現される。
【０１０４】
　以上説明したように、制御部１２ａは、例えば、取得部１２ｃによって取得された、時
刻を示すタイミングに関する情報に応じて照明機器２０の動作状態を変更する。これによ
り、時刻に応じた適切な照明、または、消費電力の削減が実現される。
【０１０５】
　なお、図１２では、時刻に応じて照明機器２０の動作状態が変更されたが、時刻だけで
なく月または季節が考慮されてもよい。例えば、外光を取り入れることができる時間帯（
所定の第一時間帯）は、季節（月）に応じて変わる。したがって、季節ごとまたは月ごと
に帰宅時シーン制御の内容を変更するか否かの判定基準（第一所定時間帯及び第二所定時
間帯の長さ）が変更されてもよい。例えば、記憶部１３に、季節ごとまたは月ごとに定め
られた図１２のようなテーブル情報が記憶され、制御部１２ａは、これを参照することに
より、照明機器２０の動作状態を変更してもよい。なお、季節または月の情報は、タイミ
ングに関する情報に含まれるとよい。
【０１０６】
　また、照明機器２０の動作状態の変更には、タイミングに関する情報に代えて、施設１
０１内の明るさを示す明るさ情報が用いられてもよい。明るさ情報は、例えば、施設１０
１内（部屋１０２内）に配置された照度センサ（図示せず）などから通信部１１によって
取得される。制御部１２ａは、例えば、明るさ情報が示す明るさが、帰宅時シーン制御に
おいて目標とされる所定の明るさに近づくように照明機器２０の明るさを変化させる。
【０１０７】
　［シーン制御の内容の変更例３］
　次に、上記変更例１及び上記変更例２のようなシーン制御の内容の変更は、帰宅時シー
ン制御以外のシーン制御にも適用できる。また、シーン制御の内容の変更は、通信部１１
によってサーバ装置８０から取得される天気情報に基づいて行われてもよい。変更例３で
は、主としてユーザの起床時に実行されるシーン制御（以下、起床時シーン制御とも記載
される）の内容がサーバ装置８０から取得される情報に基づいて変更される例について説
明する。
【０１０８】
　起床時シーン制御においては、施設１０１内に朝日を取り入れるために、制御部１２ａ
は、電動カーテン４５及び電動シャッター５５を開く。
【０１０９】
　ここで、通信部１１によって取得された天気情報が、（ａ）現在の降水確率が所定確率
（例えば、６０％）以上であること、（ｂ）現在のＰＭ２．５の予想量が所定値以上であ
ること、及び、（ｃ）現在強風警報が発令されていること、の少なくとも１つを示してい
る場合、制御部１２ａは、少なくとも電動シャッター５５を閉じるように起床時シーン制
御の内容を変更する。これにより、窓が濡れること、施設１０１内にＰＭ２．５が入り込
むこと、及び、窓が強風によって割れてしまうことなどが抑制される。
【０１１０】
　また、換気機器４０を動作させるように定められたシーン制御において、通信部１１に
よって取得された天気情報が、（ａ）現在のＰＭ２．５の予想量が所定値以上であること
、及び、（ｂ）花粉の予想量が所定値以上であること、の少なくとも１つを示している場
合、制御部１２ａは、換気機器４０を動作させない（停止させる）ようにシーン制御の内
容を変更する。これにより、換気機器４０の動作により、ＰＭ２．５及び花粉などが施設
１０１内に侵入することが抑制される。
【０１１１】
　このように、制御部１２ａは、通信部１１によって取得された、施設１０１外の環境状
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態を示す情報（例えば、強風警報などの警報）、または、施設１０１外の環境状態の予測
情報（例えば、降水確率、ＰＭ２．５の予想量、または、花粉の予想量）に基づいて施設
１０１外の環境の異常を検知する。制御部１２ａは、異常が検知された場合に、シーン制
御における機器の動作状態を変更する。これにより、施設１０１外の状況に応じた適応的
なシーン制御が実現される。
【０１１２】
　なお、換気機器４０を動作させるように定められたシーン制御においては、施設１０１
内に配置されたＶＯＣ（Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄ）濃度セ
ンサ（図示せず）によって検知されたＶＯＣ濃度情報、または、施設１０１内に配置され
たＰＭ２．５センサ（図示せず）によって検知されたＰＭ２．５の濃度情報に応じて、換
気機器４０の動作を停止させるようにシーン制御の内容が変更されてもよい。同様に、換
気機器４０を動作させないように定められたシーン制御において、ＶＯＣ濃度情報、また
は、ＰＭ２．５の濃度情報に応じて、換気機器４０の動作を停止させるようにシーン制御
の内容が変更されてもよい。ＶＯＣ濃度情報、及び、ＰＭ２．５の濃度情報は、施設１０
１内の環境状態を示す情報の一例である。
【０１１３】
　また、施設１０１内に配置された人感センサの検知結果に基づいてシーン制御の内容の
変更（機器の動作状態の変更）が行われてもよい。人感センサの検知結果は、施設１０１
内の環境状態を示す情報の一例である。
【０１１４】
　［シーン制御の内容の変更例４］
　上記実施の形態では、サーバ装置８０は、天気情報を管理するサーバ装置であるとして
説明されたが、サーバ装置８０は、他の情報を管理するサーバであってもよい。例えば、
サーバ装置８０は、ユーザのスケジュール情報を管理するサーバ装置であってもよい。ス
ケジュール情報は、例えば、ユーザが携帯端末９０を操作することにより、ＳＮＳ（Ｓｏ
ｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）またはメールを通じてサーバ装置８
０に事前登録される。
【０１１５】
　この場合、通信部１１は、ユーザのスケジュール情報をサーバ装置８０から取得し、制
御部１２ａは、通信部１１によって取得されたスケジュール情報に応じてシーン制御の内
容を変更してもよい。なお、スケジュール情報は、携帯端末９０から取得されてもよいし
、タッチパネル１５ａを通じて制御装置１０に直接入力されてもよい。この場合、タッチ
パネル１５ａが取得部として機能する。
【０１１６】
　例えば、主としてユーザの就寝時に用いられる就寝時シーン制御において、ユーザの目
覚ましのために翌朝の所定時刻に照明機器２０を点灯開始させることが定められていると
する。このような場合、通信部１１は、取得したスケジュール情報において定められるユ
ーザの起床予定時刻または外出予定時刻に応じて、照明機器２０を点灯開始させる時刻を
変更してもよい。これにより、スケジュール情報に応じた適応的な就寝時シーン制御が実
現される。
【０１１７】
　なお、スケジュール情報に加えて、渋滞情報または公共交通機関の遅延情報が用いられ
てもよい。この場合、通信部１１は、例えば、スケジュール情報を管理するサーバ装置８
０とは別の、渋滞情報または公共交通機関の遅延情報を管理するサーバ装置から渋滞情報
または公共交通機関の遅延情報を取得する。
【０１１８】
　例えば、受信されたスケジュール情報において外出予定時刻が定められ、受信された渋
滞情報または公共交通機関の遅延情報によってユーザが早めに起床して外出すると推定さ
れる場合が考えられる。このような場合、制御部１２ａは、照明機器２０を点灯開始させ
る時刻を、上記所定時刻よりも前の第一時刻に変更してもよい。第一時刻は、例えば、ス
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ケジュール情報において定められる外出予定時刻、及び、渋滞情報によって示される渋滞
の程度、または、公共交通機関の遅延情報によって示される遅延の程度に応じて適宜定め
られる。
【０１１９】
　これにより、スケジュール情報、及び、渋滞情報または公共交通機関の遅延情報に応じ
た適応的な就寝時シーン制御が実現される。
【０１２０】
　［効果など］
　以上説明したように、機器制御システム１００は、施設１０１内を所定の室内環境に近
づけるために、施設１０１に配置された複数の機器の少なくとも一部を動作させるシーン
制御の実行指示を受け付けるタッチパネル１５ａと、タッチパネル１５ａによってシーン
制御の実行指示が受け付けられたときに、シーン制御を行う制御部１２ａと、施設１０１
内または施設１０１外の環境状態を示す情報、施設１０１内または施設１０１外の環境状
態の予測情報、及び、タイミングに関する情報の少なくとも１つを取得する通信部１１及
び取得部１２ｃとを備える。制御部１２ａは、通信部１１または取得部１２ｃによって取
得された情報に応じてシーン制御の内容を変更する。機器制御システム１００は、制御シ
ステムの一例であり、タッチパネル１５ａは、受付部の一例であり、通信部１１は、取得
部１２ｃとは別の取得部の一例である。
【０１２１】
　これにより、機器制御システム１００は、シーン制御の内容を、通信部１１または取得
部１２ｃによって取得された情報に応じて適応的に変更することができる。
【０１２２】
　また、例えば、制御部１２ａは、シーン制御の内容の変更において、シーン制御におい
て動作させる機器、及び、シーン制御における機器の動作状態の少なくとも一方を変更す
る。
【０１２３】
　これにより、機器制御システム１００は、シーン制御において動作させる機器、及び、
シーン制御における機器の動作状態の少なくとも一方を、通信部１１または取得部１２ｃ
によって取得された情報に応じて適応的に変更することができる。
【０１２４】
　また、例えば、複数の機器には、温度調整機能を有する空調機器３０、及び、温度調整
機能を有しない扇風機３５が含まれる。制御部１２ａは、シーン制御の内容の変更におい
て、通信部１１によって取得された施設１０１内または施設１０１外の環境状態を示す情
報に応じてシーン制御において動作させる機器を変更する。変更後のシーン制御おいては
、変更前のシーン制御において動作する空調機器３０に代わり、扇風機３５が動作する。
空調機器３０は、第一空調機器の一例であり、扇風機３５は、第二空調機器の一例である
。
【０１２５】
　これにより、機器制御システム１００は、空調機器３０を動作させる代わりに、扇風機
３５を動作させることにより、施設１０１内を当該シーン制御で要求される所定の室内環
境に近づけることができる。
【０１２６】
　また、例えば、複数の機器には、照明機器２０、及び、施設１０１の電動シャッター５
５が含まれ、制御部１２ａは、シーン制御の内容の変更において、取得部１２ｃによって
取得されたタイミングに関する情報に応じてシーン制御における機器の動作状態を変更す
る。変更後のシーン制御における照明機器２０の明るさは、変更前のシーン制御における
照明機器２０の明るさよりも暗い。電動シャッター５５は、変更前のシーン制御において
閉状態となり、変更後のシーン制御において開状態となる。
【０１２７】
　これにより、機器制御システム１００は、照明機器２０を明るくする代わりに、外光を
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取り入れることにより、施設１０１内を当該シーン制御で要求される所定の明るさに近づ
けることができる。
【０１２８】
　また、例えば、制御部１２ａは、シーン制御の内容の変更において、通信部１１によっ
て取得された施設１０１外の環境状態を示す情報、または、施設１０１外の環境状態の予
測情報に応じて施設１０１外の環境状態の異常を検知し、異常が検知された場合にシーン
制御における機器の動作状態を変更する。
【０１２９】
　これにより、機器制御システム１００は、シーン制御における機器の動作状態を、異常
の有無に応じて適応的に変更することができる。
【０１３０】
　また、例えば、変更前のシーン制御、及び、変更後のシーン制御のそれぞれは、施設１
０１内を所定の室内環境に近づけるための制御である。
【０１３１】
　これにより、シーン制御の内容の変更により、室内環境が所定の室内環境から遠ざかる
ことが抑制される。
【０１３２】
　また、例えば、制御部１２ａは、シーン制御において、前記複数の機器のうち種類が異
なる２つ以上の機器を動作させる。
【０１３３】
　これにより、機器制御システム１００は、種類が異なる２つ以上の機器を動作させるこ
とにより１つのシーン制御を実現することができる。
【０１３４】
　また、例えば、制御部１２ａは、機器制御システム１００のユーザがシーン制御の内容
の変更に同意することを示す指示をタッチパネル１５ａが受け付けた後に、シーン制御の
内容を変更する。
【０１３５】
　これにより、シーン制御の内容の、ユーザの意に反する変更が抑制される。
【０１３６】
　また、例えば、制御部１２ａは、さらに、シーン制御の内容が変更されたことを通知す
るための情報を出力する。制御部１２ａは、情報出力部の一例である。
【０１３７】
　これにより、機器制御システム１００は、シーン制御の内容が変更されたことを通知す
ることができる。
【０１３８】
　また、例えば、タイミングに関する情報は、時刻、日、曜日、及び季節の少なくとも１
以上を含む。
【０１３９】
　これにより、機器制御システム１００は、時刻、日、曜日、及び季節の少なくとも１つ
に応じてシーン制御の内容を変更することができる。
【０１４０】
　また、例えば、通信部１１は、さらに、機器制御システム１００のユーザのスケジュー
ル情報を取得し、制御部１２ａは、通信部１１によって取得されたスケジュール情報に応
じてシーン制御の内容を変更する。
【０１４１】
　これにより、機器制御システム１００は、シーン制御の内容を、スケジュール情報に応
じて適応的に変更することができる。
【０１４２】
　また、例えば、制御装置１０は、施設１０１が備える壁１０３に配置され、さらに、施
設１０１に配置された機器の電源スイッチ用に供給される電力を受電する受電部を備える
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。壁１０３は、構造物の一例である。
【０１４３】
　これにより、電源スイッチ用に供給される電力を用いて動作する制御装置１０は、シー
ン制御の内容を、通信部１１または取得部１２ｃによって取得された情報に応じて適応的
に変更することができる。
【０１４４】
　また、例えば、制御装置１０は、制御装置１０は、さらに、施設１０１に配置された機
器への電源供給の有無を切り替えるスイッチ素子を備える。
【０１４５】
　これにより、上記表示方法は、電源スイッチとして機能する制御装置１０は、シーン制
御の内容を、通信部１１または取得部１２ｃによって取得された情報に応じて適応的に変
更することができる。
【０１４６】
　また、シーン制御の実行方法は、施設１０１内を所定の室内環境に近づけるために、施
設１０１に配置された複数の機器の少なくとも一部を動作させるシーン制御の実行指示を
受け付け、シーン制御の実行指示が受け付けられたときに、シーン制御を行い、施設１０
１内または施設１０１外の環境状態を示す情報、施設１０１内または施設１０１外の環境
状態の予測情報、及び、タイミングに関する情報の少なくとも１つを取得し、取得された
情報に応じてシーン制御の内容を変更する。このようなシーン制御の実行方法は、例えば
、制御装置１０などのコンピュータが行う。
【０１４７】
　また、本発明は、上記シーン制御の実行方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラムとして実現されてもよい。
【０１４８】
　このようなプログラムを実行するコンピュータは、シーン制御の内容を、通信部１１ま
たは取得部１２ｃによって取得された情報に応じて適応的に変更することができる。
【０１４９】
　なお、機器制御システム１００は、単一の装置として実現されてもよいし、複数の装置
として実現されてもよい。機器制御システム１００が複数の装置として実現される場合、
上記実施の形態で説明された機器制御システム１００が備える構成要素は、複数の装置に
どのように振り分けられてよい。
【０１５０】
　例えば、機器制御システム１００は、クライアントサーバシステムとして実現されても
よい。例えば、サーバ装置８０は、施設１０１内または施設１０１外の環境状態を示す情
報、施設１０１内または施設１０１外の環境状態の予測情報、及び、タイミングに関する
情報の少なくとも１つを取得し、制御部１２ａが行う処理のうちシーン制御の内容を変更
するか否かの判定処理を行ってもよい。制御部１２ａは、サーバ装置８０から送信される
上記判定処理の結果を示す信号に基づいて受動的にシーン制御の内容を変更してもよい。
【０１５１】
　（その他の実施の形態）
　以上、実施の形態について説明したが、本発明は、上記実施の形態に限定されるもので
はない。
【０１５２】
　上記実施の形態で説明した装置間の通信方法は、一例である。施設に配置された装置間
の通信方法については特に限定されるものではない。装置間では、例えば、特定小電力無
線、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、または、Ｗｉ－Ｆｉ
（登録商標）などの通信規格を用いた無線通信が行われる。なお、無線通信は、具体的に
は、電波通信、または、赤外線通信などである。
【０１５３】
　また、施設に配置された装置間においては、無線通信に代えて、電力線搬送通信（ＰＬ
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信など、有線通信が行われてもよい。
【０１５４】
　また、例えば、上記実施の形態において、特定の処理部が実行する処理を別の処理部が
実行してもよい。また、複数の処理の順序が変更されてもよいし、複数の処理が並行して
実行されてもよい。
【０１５５】
　また、上記実施の形態において、各構成要素は、専用のハードウェアで構成されるか、
各構成要素に適したソフトウェアプログラムを実行することによって実現されてもよい。
各構成要素は、ＣＰＵまたはプロセッサなどのプログラム実行部が、ハードディスクまた
は半導体メモリなどの記録媒体に記録されたソフトウェアプログラムを読み出して実行す
ることによって実現されてもよい。
【０１５６】
　また、各構成要素は、回路（または集積回路）でもよい。これらの回路は、全体として
１つの回路を構成してもよいし、それぞれ別々の回路でもよい。また、これらの回路は、
それぞれ、汎用的な回路でもよいし、専用の回路でもよい。
【０１５７】
　また、本発明の全般的または具体的な態様は、システム、装置、方法、集積回路、コン
ピュータプログラムまたはコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実
現されてもよい。また、システム、装置、方法、集積回路、コンピュータプログラム及び
記録媒体の任意な組み合わせで実現されてもよい。例えば、本発明は、上記実施の形態に
係る制御装置として実現されてもよい。
【０１５８】
　また、上記実施の形態において説明された機器制御システムの動作における複数の処理
の順序は一例である。複数の処理の順序は、変更されてもよいし、複数の処理は、並行し
て実行されてもよい。
【０１５９】
　その他、各実施の形態に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られる形態、また
は、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で各実施の形態における構成要素及び機能を任意に組
み合わせることで実現される形態も本発明に含まれる。
【符号の説明】
【０１６０】
　１１　通信部（取得部）
　１２ａ　制御部
　１２ｃ　取得部
　１５ａ　タッチパネル（受付部）
　２０　照明機器
　３０　空調機器（第一空調機器）
　３５　扇風機（第二空調機器）
　５５　電動シャッター（シャッター）
　１００　機器制御システム（制御システム）
　１０１　施設
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